
第４９回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 議事概要 
 

１ 日 時 令和３年１２⽉２３日（⽊） ９時 ９時２５分 

２ 場 所 本庁３階 第三会議室 

３ 出席者 資料席次表参照 

４ 議事概要 

[市⻑] 

オミクロン株の影響で、海外では感染が急拡大している地域もある。日本でも大阪で市中
感染という報道もある。しかしながら、岡山市では新規感染者数は非常に低い水準が続いて

いる。そういった様々な状況を鑑みて、特に今後の感染拡大に備え、政府からは、3 回目のワ

クチン接種を当初の予定より前倒しする方針が示された。本日は、今後の対応について協議

を⾏うため、みなさんに集まってもらった。各局室の対応状況を報告してもらう。 

 

（１）新型コロナウイルス感染状況等について 【保健福祉局】 
    [感染症対策担当局⻑] 

感染状況・療養状況の分析では、第５波が収まった 9 ⽉下旬以降、新規感染者は低

い水準で推移している。 

市⺠の皆様への年末・年始の注意喚起であるが、忘年会、クリスマス、お正⽉など、普

段会わない⼈との交流が増える時期である。まずは、基本的感染防⽌対策の徹底、症状

がある場合の医療機関の早期受診など、改めてお願いする。市としても、医師会の協⼒を

得て、年末・年始の発熱外来などの体制を整えた。ホームページ等で医療機関を確認し、

有症状の際には、必ず事前に連絡のうえ、受診してほしい。 

基本的感染防⽌対策は、オミクロン株であっても推奨されている。 

新規感染者が発⽣した場合は、すべて遺伝⼦検査を⾏い、オミクロン株か否か確認を⾏

っている。 

また、新型コロナウイルスに感染し、⾃宅療養となった方にも、年末・年始も適切な医療

が提供できるよう診療体制を整えている。受診相談センターは年末年始も開設しているの

で、ご相談等がある場合は利⽤していただきたい。 

引き続き、感染拡大防⽌に向け、尽⼒していく。 

新型コロナワクチンの追加接種、３回目接種については、まず、ワクチン接種の資料１ペ

ージをご覧いただきたい。。１２⽉１７日付け、国からの事務連絡において、２回目接種

から８カ⽉以上の経過を待たずに追加接種する対象者が示された。この通知を受けて、１

の概要欄にあるとおり、まず、医療・介護従事者などについては、２回目接種から６カ⽉経

過後に、３回目接種ができるように前倒しする。 

次に、それ以外の６５歳以上の高齢者の方々は、２回目接種から７カ⽉以上経過後



に追加接種を受けられるように前倒しする。 

３回目の接種についても原則として接種券が必要になるが、接種の前倒しに伴い、対象

者の方には接種券の送付も１カ⽉から２週間程度前倒しして⾏う予定。 

次に 2 番目、対象者及び接種券の発送予定について、具体的な予定日を示す。 

まず、左の表、①医療機関や介護・障害事業所等の従事者の方、②介護・障害福祉

の通所サービス利⽤者の方、及び高齢者施設等の⼊所者のうち介護・障害福祉サービス

利⽤者の方々は、２回目接種後６カ⽉から接種できるようになる。なお、①の従事者には

国が示す対象に含まれない訪問系の介護従事者であるヘルパーさんなども感染防⽌のため
には前倒しが必要であると考えられることから、対象にしていきたいと考えている。 

次に、③のところ、高齢者施設等の⼊所者のうち②以外の方や医療機関の⼊院患者の

方々も、２回目接種後６カ⽉経過後の接種が可能となる。個⼈ごとのデータが存在しない

ので、接種券の前倒し送付はできないが、該当する施設に対して、予約や接種の案内を送

り、施設から周知していただく予定にしているので、前倒しを希望の方は施設や医療機関に

ご相談いただきたい。 

なお、④のその他の６５歳以上の高齢者は、来年２⽉から２回目接種後７カ⽉経過

後に接種できるようになる。具体的にはページ右側の緑色の枠で囲んでいる表になるが、今

年６⽉に接種した方は、１⽉１７日に発送するが、来年２⽉接種対象者の方からは７

カ⽉経過後の接種に間に合うように、２回目の接種から６カ⽉目の⽉末に発送する。 

３回目の予約や接種は、基本的には接種券が届いてからお願いすることになるが、①②

③の方については、６カ⽉後まで前倒しする方は、接種券が届く前にも接種が可能になる

場合がある。２回目接種から必要期間が経過したうえで、接種券が届くまでの間に接種を

希望する方は、ご利⽤や勤務している医療機関や施設等にご相談いただきたい。 

今説明した内容は、これまでの岡山市としての方針を変更して⾏うもので、岡山市の広

報誌である「市⺠のひろばおかやま」などこれまで広報している内容と異なるものになるが、国

の方針に従い、少しでも早く接種していただくための対応なので、わかりにくくて申し訳ないが、

ご理解いただきたい。 

続いて、３回目の全体的な接種概要について、資料２ページをご覧いただきたい。 

まず、１ 接種体制については、今回の追加接種の対象者数は、１２⽉２１日の時

点で６５歳以下の方も含めておよそ５２万⼈。市内約３５０の医療機関での個別接種

を主とし、市中⼼部での集団接種も⾏う。 

来年 1 ⽉ 17 日から、先ほど説明した、前倒し接種の対象者などに接種できるようになる

時期に併せて接種券を順次送付し、接種が本格化する⾒込み。また、接種の本格化に併

せて追加接種の予約方法や注意事項を記載した案内チラシを市内全⼾に配布し、接種

スケジュールなどの周知に努める。 

今回の前倒し対象となっていない６５歳未満の方などの接種予定は変更ないが、当⾯



の間は前回の会議でお示しした通り、接種券は２回目の接種後８カ⽉を経過する前の⽉

にお送りする。ただし、国において、前倒し対象の拡大などの方針が示されれば、速やかに対

応してまいりたい。 

国、県のおいても１、２回目と同様に職域接種や県独⾃の接種会場の接種を予定さ

れていると聞いている。 

続いて、２ 交互接種についてであるが、交互接種とは1・2回目と異なるワクチンを接種

するもので、例えば過去２回、ファイザーを打った方が武⽥モデルナのワクチンを打つことも可

能となっている。資料の３ ４ページに国の資料もつけているが、交互接種においても抗体
価は十分上昇することが報告されている。 

追加接種においては、ファイザーと武⽥モデルナのワクチンが「６ ４」の⽐率で配分され

る予定が国から示されているところであり、市内約３５０の接種医療機関のうち、約１６

０医療機関ではファイザーと武⽥モデルナのワクチンを接種していただけるよう、接種体制を

構築しているので、武⽥モデルナの接種についてもぜひご検討いただきたい。 

続いて３ 集団接種についてであるが、資料の通り、来年 1 ⽉ 21 日（⾦曜日）から、

市内中⼼部の商業施設にて、時期ごとに会場を変えながら実施する。接種には、ファイザー

と武⽥／モデルナ、両社のワクチンを使う予定。予約は令和 4 年 1 ⽉ 19 日から、岡山市

コールセンターと、県共通予約システムで受け付けを開始する。接種の時間帯や開設日など、

詳細は決まり次第追って報告する。 

最後に、４ 1・2 回目接種についてのお知らせであるが、市内では約１２０の医療機

関で、引き続き 1・2 回目の接種を継続している。現時点でワクチン接種を受けていない方

も、今後追加接種まで⾏うことは可能である。感染予防にはワクチン接種は非常に有効で

あることからご検討いただき、ご希望の方は、岡山市コールセンター、もしくは県共通予約シ

ステムからの予約をお願いしたい。 

[市⻑] 

従来の説明と少し変わってきているが、ホームページではお知らせするのか。   

[感染症対策担当局⻑] 

     ホームページでのお知らせに加え、1 ⽉ 17 日にチラシを全⼾配布することにしており、変

更内容を反映させる予定。 

[市⻑] 

     保健所⻑からも今の状況をうかがいたい。 

[保健所⻑] 

現在、デルタ株に伴う感染については、非常に抑制されている。しかし、オミクロンについて 

は、現在、帰国者についての接触者対応を全⼒をあげて取り組んでいるところ。早晩、感染

が発⽣するのは不可避であろうが、可能な限りその時期が遅れるよう努⼒している。 

[市⻑] 



     検査において、オミクロン株のチェックは全てしているのか。 

[保健所⻑] 

陽性患者については、全件調査している。 

（２）児童生徒の冬季休業中の過ごし方及び 3 学期当初の学校教育活動について 【教育委員

会】 

    [教育⻑] 

児童⽣徒の冬休み中の過ごし方、3 学期当初の学校教育活動について、報告する。 

現在、感染者の報告は減っているが、オミクロン株の流⾏も懸念されることから、各学校
では、冬休み中の過ごし方について、⾃分たちで考え⾏動できるようになるということを目的

に別紙１を⽤いて、発達段階に合わせて、児童⽣徒と教職員で共に考える時間を設けて

いる。 

基本的な感染予防対策はもとより、日常の健康管理の大切さ、風邪症状がある場合は

かかりつけ医等を受診するなど、早めの対応を呼びかけるもの。 

また、児童⽣徒への感染は主に家庭内であると言われているので、感染防⽌には家庭の

協⼒が不可⽋であることから、別紙２も配布し、家族全員で改めて確認し、感染防⽌への

取り組みを続けていただくようお願いしている。 

3 学期当初の学校教育活動については、現状、感染者の報告がほとんどなく様々なもの

が緩和されている状況であるが、冬休み明けの感染状況は想定できないことから、これまで

の取り組みを継続する。同居家族に発熱等のかぜ症状等がある場合、登校を控えてもらう

ようお願いをしたり、校内で感染が確認された場合の学級等の臨時休業の措置を講じたり

することなどし、校内での感染拡大防⽌に努めたい。 

なお、この対応は現時点のものであり、今後の感染状況によっては変更することもある。 

 

５ 本部⻑まとめ 

ワクチン接種についてであるが、岡山市においても３回目接種の前倒しを⾏う。従来の「2 回目

接種から原則 8 か⽉以上」という考えを変える。医療・介護・障害福祉施設等の従事者や介護・

障害福祉系施設の利⽤者は「６カ⽉以上」に、その他の高齢者については、「７カ⽉以上」に前倒

しする。なお、その他の方については、今後国の方針が示され次第、速やかに岡山市の方針を決定

し、皆様にお知らせする。 

追加接種の対象者は、およそ５２万⼈。市内約３５０の医療機関での個別接種と、集団接

種との⼆本⽴てで対応する。来年 1 ⽉ 17 日には予診票等を発送し、同時期に、予約方法や注

意事項を記載した案内チラシを市内全⼾に配布し、周知に努める。集団接種については、令和 4

年 1 ⽉ 21 日（⾦曜日）から、市内中⼼部の商業施設にて、時期ごとに会場を変えながら実施

する。予約は令和 4 年 1 ⽉ 19 日から可能となる。 

教育⻑から、児童⽣徒及び保護者に対して、冬休みの感染予防へ注意喚起を⾏う旨の報告



があった。特に、ワクチンを接種していない 12 歳未満の⼦どもさんの保護者の方には、お⼦さんの感

染予防に留意していただくようお願いする。 

オミクロン株については、政府のコロナ対策本部における専門家の意⾒でも、まだ明確な評価は

なされていない。ただ、基本的な感染対策は推奨されているので、その継続が必要と考えている。 

ワクチン接種済みの方も含め、マスクの正しい着⽤、手指衛⽣、三密回避等の基本的な感染対

策の徹底が必要である。特に、年末年始は帰省や旅⾏等により日常とは違った接触の機会が⽣じ

る。発熱等の症状がある場合は、早めの受診を検討していただきたい。市としても、医師会の協⼒

を得て、年末・年始の発熱外来、⾃宅療養者の診療などの体制を整えた。ホームページ等で医療
機関を確認し、必ず、事前に連絡のうえ、受診していただきたい。 

ワクチンの追加接種については、1・2 回目と異なるワクチンを接種する「交互接種」が可能となる。

今回、武⽥モデルナ社製ワクチンの接種量が 1・2 回目の半分となり、発熱や疲労などの副反応も

少なくなるのではないかと言われている。3 回目の接種は是非「交互接種」も検討していただきたい。 

あわせて、ワクチン未接種の方について、岡山市は 1・2 回目の接種についても受付を継続してい

る。新規の接種を希望される方は、岡山市のコールセンターへ問い合わせていただきたい。 
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区
分

モニタリング項目
過去１週間

前回の数値
(12月12日時点)

現在の数値
(12月19日時点)

前回との
比較 総括コメント

感
染
状
況

①新規陽性者数
総数
（人口10万人当たり）

5人
(0.7人)

2人
(0.3人)  感染者数は低いレベルで推移

しているが、
引き続き注意が必要６０歳以上

（総数に占める割合）
1人

(20％)
0人
(0％)  

②区別
新規陽性者数

北区 3人 2人

-
新規陽性者は人口10万人当

たり0.3人と減少も、接触歴不明
者も存在し、感染は少ないなが
らも継続。

年末年始を迎えるに当たり、
イベントの増加、会食の増加な
ど、リスクの高い人流の増加が
見込まれる。

感染者数を急増させないため
に、ワクチン接種推進や接種完
了後の感染対策継続など、現
在の基本的な感染対策の継続
が重要である。

中区 1人 0人

東区 0人 0人

南区 1人 0人

③新規陽性者における
接触歴不明者

数 3人 1人  
割合（③/①） 60% 50%  

④PCR検査数と陽性率(速報値) 2,410件
(0.2%)

2,213件
(0.1%)  

療
養
状
況

⑤入院患者数 3人 4人  
⑥宿泊療養者数 0人 0人 →
⑦自宅療養者数 2人 0人  
⑧療養者数（人口10万人当たり） 0.7人 0.6人  

【岡山市】 感染状況・療養状況の分析（12月19日時点）

警戒レベル

令 和 ３ 年 １ ２ ⽉ １ ９ 日
第 ４ ９ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感 染 症 対 策 本 部 会 議 資 料
保 健 福 祉 局



年末年始の感染防止対策
忘年会、クリスマス、お正月など、普段会わない人との交流が増える時期です。
感染を拡大させないため、感染防止対策を徹底しましょう。

ワクチン接種者も含め、マスクの着用、手洗い、手指消毒、３密の回避や換気といった基本的な感染
防止対策の徹底を継続しましょう。
基本的な感染防止対策は、オミクロン株でも推奨されています。

発熱などの症状がある場合は、帰省や旅行、会食等を控えましょう。
軽度の発熱、倦怠感などの症状でも、積極的に医療機関※を受診しましょう。

基本的感染防止対策の徹底

症 状 が あ る 場 合 は

飲食時の大声、箸やコップの使いまわしは控えましょう。

飲 食 の 際 は
※医療機関…岡山市在宅当番医、休日夜間急患診療所、診療・検査医療機関に、事前に連絡のうえ受診しましょう。

岡山市在宅当番医HP

年末・年始も、岡山市新型コロナウイルス受診相談センター(086-803-1360 午前9 5時)を
開設しておりますので、ご相談ください。

新型コロナに係る相談は







新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）の前倒しについて新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）の前倒しについて

▼ 医療・介護従事者など、下記①②③の対象者については、
従来の「２回目接種から原則８か⽉以上」から「６か月以上」に前倒しする

▼ 上記に含まれない65歳以上の高齢者（下記④）については、
従来の「２回目接種から原則８か⽉以上」から「７か月以上」 前倒   （令和４年2⽉から）。

※   伴  接種券等 発送 約１ ⽉ ２週間 前倒    届 次第 予約 接種 可能

令 和 ３ 年 １ ２ ⽉ ２ 3 日
第 ４ ９ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感 染 症 対 策 本 部 会 議 資 料
保 健 福 祉 局

① 医療、介護・障害福祉サービス従事者のうち、
接種券付き予診票で接種した人
② 介護・障害福祉の通所サービス利⽤者及び⾼齢
者施設等の入所者のうち、介護・障害福祉サービ
ス利⽤者

2回目接種日 接種券等発送日

令和３年6月 令和４年 １月17日（月）

令和３年７月1日～17日 令和４年 １月17日（月）

令和３年７月18日～31日 令和４年 １月31日（月）

令和３年8月1日～15日 令和４年 ２月15日（火）

令和３年8月16日～31日 令和４年 ２月28日（月）

令和３年9月1日～15日 令和４年 ３月15日（火）

令和３年9月16日～30日 令和４年 ３月31日（木）

④ ①②③に該当しない、65歳以上の人

2回目接種月 接種券等発送日

令和３年６月 令和４年 １月17日（月）

令和３年７月 令和４年 １月31日（月）

令和３年８月 令和４年 ２月28日（月）

令和３年９月 令和４年 ３月31日（木）

２ 対象者及び接種券等の発送予定

★国が示す前倒し対象には含まれていない、訪問系の介
護・障害福祉サービス従事者（ヘルパー等）も対象に含める

１ 概 要

「8カ⽉経過する⽉の前⽉中旬に送付」との当初予定を、下記の通り前倒しする

※上記①②③については、医療機関・施設等で６カ⽉経過後及３回目未接
種が確認できる場合は、例外的 接種券がなくても前倒し接種可

③ ⾼齢者施設等の入所者／医療機関の入院患者
左記②で示した人のうち、介護・障害福祉サービス以
外のサービス利⽤者及び⼊院患者で、前倒し接種をご
希望の⽅は、施設等や医療機関にご相談ください。



新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）について

① 期 間 令和4年1⽉21日（⾦） 
② 実施会場       岡山 天満屋岡山本店、岡山髙島屋（時期    実施会場 異    ）
③ 予約方法 岡山市       (℡0120-780-910) と岡山県共通予約システムで受付

※予約開始日時 令和4年1⽉19日（水）午前8時30分
④使⽤          社製     武⽥／    社製     使⽤

※接種時間帯、開設日等、詳細は決まり次第、市ホームページ等でお知らせします

３ 集団接種について

１ 接種体制 について
〇岡山市の対象者数は、約52万⼈（※令和3年12⽉21日時点）
〇市内の約350医療機関  個別接種を主とし、補完的に集団接種も実施。
〇令和4年1⽉17日から予診票等の書類を郵送開始。
同時期に、接種券の送付時期や予約方法を記した    市内全⼾ 配布  追加接種の周知に努める。

〇前倒し対象者以外の追加接種については、現在「2回目接種後8カ⽉」となっているが、今後国の動向を踏まえて対応。
〇国 職域接種      令和4年3⽉から開始予定。国の職域接種とは別に岡山県においては、県営接種会場を設置予定。

２ 交互接種 について
〇1・2回目 異       接種  「交互接種」が可能に。ファイザー社製と、武⽥／モデルナ社製が選べる。

武⽥／    社製 接種   市内医療機関 約1６0。     拡充 向  医療機関 調整中
〇市 配分        ⽐率          武⽥／モデルナ」がおよそ６ ４の予定。

令 和 ３ 年 １ ２ ⽉ ２ 3 日
第 ４ ９ 回 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
感 染 症 対 策 本 部 会 議 資 料
保 健 福 祉 局

2

４ 1・2回目の接種 について
〇1・2回目 接種 市内医療機関 継続実施中 接種 希望  ⼈  岡山市       
（0120-780-910）もしくは、岡山県共通予約システムから予約を。







 

 

 

 

児童生徒の冬季休業中の過ごし方及び 

３学期当初の学校教育活動について 

 
 
 児童生徒の冬季休業中の過ごし方については、各学校において別紙１を用いて、児童生

徒の発達段階に合わせた指導等を行うとともに、別紙２を配付し、引き続き家庭での感染

防止対策への協力をお願いしている。 

 また、３学期当初の学校教育活動については、これまでの感染防止対策等の対応を継続

する。 

 なお、この対応は現時点のものであり、今後の感染状況により変更することがある。 

 

【冬季休業中の過ごし方】 

別紙１ 「新型コロナウイルス感染症の感染防止のために」 

－①（低学年用） 

－②（中・高学年用） 

－③（中学校、高等学校用） 

 

別紙２ 「新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の継続について（ご協力のお願い）」 

（裏面）新型コロナウイルス感染症啓発チラシ（岡山市保健所作成） 

 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 ２ ３ 日 

第４９回新型コロナウイルス 

感染症対策本部会議資料 

教 育 委 員 会 

・同居する家族に発熱等の風邪症状等がある場合は、その児童生徒の登校について控えるよう

家庭への協力をお願いする。 

・校内で感染が確認された場合は、保健所と協議し、必要に応じて学級、学年閉鎖、場合によっ

ては臨時休校の対応を取る。また、その場合はプリント学習だけでなく、タブレット端末を

使った取組ができるようにする。 

・児童生徒が感染した場合や濃厚接触者等に特定された場合は、出席停止の措置をとる。 

・教職員についても風邪症状等がある場合は、出勤を控えるよう周知徹底する。 

・学校行事は、感染症対策を講じた上で実施することを可能とする。 

・部活動の活動する範囲を、県内とする。                      

継続する主なもの 



 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の感染
かんせん

防止
ぼ う し

のために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ こまめに手洗
て あ ら

い、咳
せき

エチケット・運動
うんどう

時
じ

以外
い が い

のマスクの着 用
ちゃくよう

に 心
こころ

がけましょう。 

○学校
がっこう

だけでなく、おうちでもできるようにしましょう。 

○特
とく

に食事
しょくじ

の前後
ぜ ん ご

や、外
そと

から帰
かえ

った時
とき

には、ていねいに手
て

を洗う
あら

ことが大切
たいせつ

です。 

○運動
うんどう

するときは、人
ひと

とはなれるなど工夫
く ふ う

しながら、マスクははずしましょう。 

また、マスクなしで大声
おおごえ

を出すのを控
ひか

えたり、運動
うんどう

しないときやおしゃべりするとき

などはマスクを着
つ

けたりしましょう。（息苦
いきぐる

しくなりそうなときははずしてね。） 

３ 日常
にちじょう

の健康
けんこう

管理
か ん り

に気
き

を付
つ

けましょう。 

〇「健康
けんこう

観察
かんさつ

記録表
きろくひょう

」で 体
からだ

のちょうしをチェックしましょう。（冬休
ふゆやす

み 中
ちゅう

も毎日
まいにち

必
かなら

ず）学校
がっこう

に来
く

る時
とき

には 必
かなら

ず学校
がっこう

にだしましょう。 

○しっかり寝
ね

て、 体
からだ

を動
うご

かし、栄養
えいよう

のバランスのとれたご飯
はん

をたべて、健康的
けんこうてき

な生活
せいかつ

に

なるようにしましょう。 

○熱
ねつ

が出
で

るなど、かぜかなと思っ
おも

たら、無理
む り

をせずに早め
はや

におうちで 体
からだ

を休め
やす

ましょ

う。また、 体
からだ

のちょうしをおうちのひとに伝
つた

えて、病 院
びょういん

につれて行
い

ってもらいまし

ょう。 

２ 感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のための身
み

の回り
まわ

の環 境
かんきょう

に気
き

を付
つ

けましょう。 

冬休
ふゆやす

みのあいだも、とくに気
き

を付
つ

けましょう。 

○３密
みつ

（密閉
みっぺい

：風
かぜ

通し
とお

の悪い
わる

ところ、密 集
みっしゅう

：多く
おお

の人
ひと

が近づいて集まる
あつ

ところ、密接
みっせつ

：

近く
ちか

でお 話
はなし

をしたり大きな
おお

声
こえ

をだしたりするようなところ）をさけるように気
き

を付
つ

けましょう。 

○出
で

かけるときは、多く
おお

の人
ひと

が集
あつ

まる場所
ば し ょ

や、閉
し

め切
き

った場所
ば し ょ

などをさけましょう。 

岡山市教育委員会広報専門官 こらぼん♪ 

冬休
ふゆやす

みも新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

に気
き

を付
つ

けましょう。 

毎日
まいにち

の生活
せいかつ

の中
なか

で、自分
じ ぶ ん

たちで気
き

を付ける
 つ

ことで、感染
かんせん

を防ぐ
ふせ

ことができることはたくさんあります。 

自分
じぶん

たちで考え
かんが

行動
こうどう

できるようがんばるんだワン！ 

おうちの人
ひと

ともいっしょに確認
かくにん

してね。 

岡山市教育委員会 

低学年用 

別紙１-① 



新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の感染
かんせん

防止
ぼ う し

のために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ こまめに手洗
て あ ら

い、咳
せき

エチケット・運動
うんどう

時
じ

以外
い が い

のマスクの着 用
ちゃくよう

に 心
こころ

がけましょう。 

○学校
がっこう

だけでなく、家
いえ

でも習慣化
しゅうかんか

しましょう。 

○特
とく

に食事
しょくじ

の前後
ぜ ん ご

や、外
そと

から帰った時
とき

には、ていねいに手
て

を洗う
あら

ことが大切
たいせつ

です。 

○運動
うんどう

するときは、人
ひと

とはなれるなど工夫
く ふ う

しながら、マスクははずしましょう。また、

マスクなしで大声
おおごえ

を出すのを控
ひか

えたり、運動
うんどう

しないときや、おしゃべりするときなど

は、マスクを着
つ

けたりしましょう。（息苦
いきぐる

しくなりそうなときははずしてね。） 

３ 日 常
にちじょう

の健康
けんこう

管理
か ん り

に気
き

を付
つ

けましょう。 

○「健康
けんこう

観察
かんさつ

記録表
きろくひょう

」で毎日
まいにち

（冬
ふゆ

休み
やす

中
ちゅう

も毎日
まいにち

必
かなら

ず）健康
けんこう

状 態
じょうたい

をチェックしましょ

う。学校
がっこう

に来
く

る時
とき

には 必
かなら

ず学校
がっこう

に提
てい

出
しゅつ

しましょう。 

○十 分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

や適度
て き ど

な運動
うんどう

、バランスの良
よ

い食事
しょくじ

を 心
こころ

がけ、健康的
けんこうてき

な生活
せいかつ

になるよう 

努
つと

めましょう。 

○熱
ねつ

が出
で

るなどの風邪
か ぜ

症 状
しょうじょう

が見
み

られる時
とき

は、無理
む り

をせずに早
はや

めに家
いえ

で休 養
きゅうよう

しましょ

う。また、電話
で ん わ

をしてからかかりつけ医
い

等
とう

を受
じゅ

診
しん

しましょう。 

２ 感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のための身
み

の回
まわ

りの環 境
かんきょう

に気
き

を付
つ

けましょう。 

冬休
ふゆやす

みのあいだも、特
とく

に気
き

を付
つ

けましょう。 

○３密
みつ

（密閉
みっぺい

：換気
か ん き

の悪
わる

い密閉
みっぺい

空間
くうかん

、密 集
みっしゅう

：多数
た す う

が集
あつ

まる密 集
みっしゅう

場所
ば し ょ

、密接
みっせつ

：間近
ま ぢ か

で会話
か い わ

や発声
はっせい

をする密接
みっせつ

場面
ば め ん

）を避
さ

けるよう 心
こころ

がけましょう。 

○出
で

かけるときは、人混
ひ と ご

みを避
さ

け、多
おお

くの人
ひと

が集
あつ

まる場所
ば し ょ

、閉
と

ざされた場所
ば し ょ

など感染
かんせん

のリ

スクがある場所
ば し ょ

を避
さ

けましょう。 

岡山市教育委員会広報専門官 こらぼん♪ 

冬休
ふゆやす

みも新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

に気
き

を付
つ

けましょう。 

毎日
まいにち

の生活
せいかつ

の中
なか

で、自分
じ ぶ ん

たちで気
き

を付ける
 つ

ことで、感染
かんせん

を防ぐ
ふせ

ことができることはたくさんあります。 

自分
じぶん

たちで考え
かんが

行動
こうどう

できるように頑張
が ん ば

るんだワン！ 

おうちの人
ひと

ともいっしょに確認
かくにん

してね。 

岡山市教育委員会 

中・高学年用 

別紙１-② 



新型コロナウイルス感染症の感染防止のために 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ こまめに手洗い、咳エチケットの徹底、マスクの着用に心がけましょう。 
○学校だけでなく、家でも習慣化するよう家族みんなで気を付けましょう。 
○特に食事の前後や、外出から帰宅した時には、ていねいに手を洗うことが大切です。

○運動時は十分な感染症対策を講じた上でマスクを外しましょう。また、マスクを外し  

 て大声を出すのを控え、運動時以外や話をする時は、マスクを着用しましょう。 

３ 日常の健康管理に気を付けましょう。 
○「健康観察記録表」で毎日（冬休み中も毎日必ず）の健康状態を把握しましょう。登

校時（部活動や図書館開館日等）には必ず学校に提出しましょう。 

○十分な睡眠や適度な運動、バランスの良い食事を心がけ、健康的な生活になるよう努め

ましょう。 

○発熱等の風邪症状が見られる時は、無理をせずに早めに自宅で休養しましょう。ま

た、電話をしてからかかりつけ医等を受診しましょう。 

２ 感染予防のための身の回りの環境に気を付けましょう。 

（冬休み期間中も、特に気を付けましょう） 

○３密（密閉、密集、密接）を避けるよう心がけましょう。 

○外出するときは、人混みを避け、多くの人が集まる場所、閉ざされた場所など感染の

リスクがある場所を避けましょう。 

岡山市教育委員会広報専門官 こらぼん♪ 

冬休みも新型コロナウイルス感染症に気を付けましょう。 

毎日の生活の中で、自分たちで気を付けることで、感染を

防ぐことができることはたくさんあります。 

自分たちで考え行動できるように頑張るんだワン！ 

岡山市教育委員会 

４ 部活動でも健康管理に気を付けましょう。 
○「健康観察記録表」で健康状態を把握しましょう。部活動参加時には必ず学校に提出

しましょう。 

○部活動中も換気、活動前後の手洗いに努めましょう。 

〇運動部活動では十分な感染症対策を講じた上でマスクを外しましょう。ただし、用具

の準備や片付けなど運動を行っていない際は、可能な限りマスクを着用しましょう。 

〇近距離でのかけ声や向かい合っての発声等は避けましょう。 

〇ミーティングや更衣時も、身体的距離を十分にとるよう気を付けましょう。 

〇練習試合やコンクール等への参加の際には、バス等での移動や昼食・更衣室や会議室

の利用時等においても、学校と同じように感染予防対策に努めましょう。 

○発熱等の風邪症状が見られる時は、無理をせずに早めに自宅で休養しましょう。ま

た、電話をしてからかかりつけ医等を受診しましょう。 

中学校、高等学校用 

別紙１-③ 



令和３年１２月 

 

保護者の皆様へ 

 

岡山市教育委員会 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の継続について（ご協力のお願い） 

 

平素から、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策にご協力いただき感謝申し上げます。 

さて、本市においても、全国同様新型コロナウイルス感染症の感染者数が減少傾向にあり

ますが、新たな変異株による感染再拡大も懸念されているところです。 

そこで、以下の点につきまして、冬休み中も引き続きご家族皆様でご確認いただき、感染

予防や健康管理にお努めいただきますようお願いいたします。 

なお、冬休み中にお子さまが新型コロナウイルスに感染（陽性判明）した場合は、学校へ

連絡をしてください。（ただし１２月２９日～１月３日は閉庁のため、１月４日以降に学校へ

連絡をしてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ こまめに手洗い、咳エチケットの徹底、マスクの着用を心がけましょう。 
○習慣化できるよう家族みんなで声かけをしましょう。 
○運動時はマスクの着用は必要ありませんが、人と距離をとりましょう。 

□ 日常の健康管理に気を付けましょう。 
○「健康観察記録表」で毎日（お休みの日も必ず）の健康状態を把握しましょう。登校時・

始業式には必ず学校に提出しましょう。 

○十分な睡眠や適度な運動、バランスの良い食事を心がけ、健康的な生活になるよう努めま
しょう。 

□ 感染予防のための身の回りの環境に気を付けましょう。 

○外出するときは、できるだけ人混みを避け、多くの人が集まる場所、閉ざされた場所など 
感染のリスクがある場所を避けましょう。（３密の回避） 

岡山市教育委員会広報専門官 こらぼん♪ 

□ 風邪の症状が見られる時は、電話をしてから早めに受診しましょう。 

○発熱等の風邪症状が見られる時は、部活動等の登校を控え、早めにかかりつけ医等を受
診しましょう。その際、必ずかかりつけ医等に電話してから受診しましょう。また、身

近に PCR 検査を受けた人がいる場合には、受診時にそのことを伝えてください。 

○冬休み中でも、校内での感染拡大を防ぐために、引き続き本人だけでなく、同居の家族
に「風邪症状が見られる時」や「風邪症状を理由にＰＣＲ検査を受けた場合」等は、そ 

の症状が回復するまでは、部活動等の登校を控えていただくようお願いいたします。 

風邪かな？と思ったら、必ず病院に電話してから早めに 

お医者さんに診てもらうんだワン！ 

※裏面の岡山市保健所のチラシもご覧ください 

別紙２



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.  

家庭内感染を防ごう！ 

Ⅰ 家の中にウイルスを持ち込まない・家族間で感染しない 

● 家族全員、家に帰ったら「まずは手洗い」を習慣化！ 
● ２方向の窓やドアを定期的に開けるなど、こまめに換気！ 
● 日頃から、家族全員の体調確認を！ 
 
 
・ 
 ● 体調不良者の世話をする人、過ごす部屋・場所を限定する 
● 窓を少し開けておく、トイレなどは常時換気する 
● 可能なら一人別室で食事、別室がない場合は時間をずらす 
● 洗⾯台やトイレのタオル、⻭磨き粉を共有しない。おかずは小皿に分けて出す。 
● 体調不良者の入浴は最後に 
 
 
 

Ⅱ 家族に体調不良者がいる場合 

子どもの感染のほとんどは、家庭内での感染が発端となっています。 
家族みんなで、「手洗い」「咳エチケット」「換気」を習慣化し、子どもたちを 
新型コロナウイルス感染症から守りましょう！ 
   

「早期発見」が、感染防止最大のカギ！ 

〈 第 ５ 波 に お け る 家 庭 内 感 染 の 例 〉 
 

〇 発熱などの症状があったが、受診せず､家族・ 
親族で会食し、感染が拡大した 
 

〇 喉の痛みと鼻水はあったが、熱がなかったので 
受診しないまま出勤を続け、家庭内や職場で 
感染が拡大した 

岡山市保健所 

 症状だけではコロナに感染
しているかの見分けがつかな
いため注意が必要です。 

医師から PCR 検査等を勧めら
れたら受けましょう。 

 １ まずは、「かかりつけ医」に電話で相談 

 ２ 「かかりつけ医」がいなければ、ここを検索 

 ３ 受診の前に、電話で受診方法を必ず確認 岡山県 HP 

予防接種 
 

ワクチン接種について
は、こちらをご覧くだ
さい。    

岡 山 市
HP    
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身近に感染した方がいる場合は、必ず、そのことを伝えましょう。 

発熱外来検索 


